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序

築館町には、先人の残した数多くの歴史的文化遺産があります。現在生活している

我々に課せられた使命は、現代に続く歴史的文化遺産の保護、活用に取り組み、未来

に受け継いでいくことであります。

伊治城跡は、昭和 52年より3年間、宮城県多賀城跡調査研究所が、続いて築館町

教育委員会が宮城県教育庁文化財保護課の協力を得て、有力な擬定地であつた城生野

地区において発掘調査を進めてまいりました。その結果、平成 3年度の発掘調査にお

いては、ついに中枢部の政庁を確認するに至りました。その後も伊治城跡の規模・構

造を解明するために調査を続けております。平成 10年度の調査では、古代の最強兵

器である「弩」が発見され、古代東北における姑蝦夷政策の重要拠点であったことが

裏付けられ、古代東北の激動の歴史を現代に伝える貴重な遺跡であることが改めて認

識されました。

そして、平成 15年 8月 27日 には、かねてから念願でありました伊治城跡の国史跡

指定が、地域の方々のご理解、ご協力のもと正式に指定されました。今年度からは 2

ヵ年の予定で、保存管理計画策定事業が始まり、史跡の整備活用の指針となる計画を

作成しているところであります。

最後になりましたが、本調査を実施するにあたり、協力いただきました土地所有者

をはじめ城生野地区の方々に深く感謝申し上げます。また、調査に指導・協力してい

ただきました、宮城県教育庁文化財保護課には深く感謝申し上げます。

平成 17年 2月

築館町教育委員会

教育長  久  我 竹 五 郎



例   言

1.本書は、宮城県栗原郡築館町宇城生野に所在する伊治城跡の平成 16年度発掘調査 (第 30次調査 )

の成果をまとめたものである。

2.調査は、国庫補助事業にもとづくものであり、築館町教育委員会が主体となり、宮城県教育庁文

化財保護課・築館町教育委員会が担当した。

3.調査時における地区割 りは、城生野分館前の伊治城跡「原点 1」 を基準点 (0,0)と し、この点と
「原点 2」 と結ぶ線を基準として直角座標を組み、割 り出している。基準線の南北軸は、2° 7′ 9″

西偏する。基準点の座標値 (第 X系)は以下のとおりである。

原点 l X=-136,867.547  Y=17,758.857 (世界測地系―TKY2」GDに より変換 )

原点 2 X=-136,864.350  Y=17,845。 295 (世界測地系―TKY2」GDに より変換 )

平面図中の地区割り iS-20、 E-20な どの表記は、それぞれの基準点から南に 20m、 東に 20m

の位置にあることを示している。

4.本遺跡の位置を示した地形図 (図 2)は、国土交通省国土地理院発行の 1/25,000の 地形図「金

成」、「築館」を使用して作製した。

5.土色の記載は「新版標準土色帳」 (1973)イこもとづいた。

6.本書の作成は築館町教育委員会と宮城県教育庁文化財保護課が担当し、担当者の協議を経て三浦

実が編集 。執筆した。

7。 発掘調査および本書の作成に際しては下記の方々からご教示・ご指導を賜つた。

小井川和夫、阿部恵、古川―明、天野順陽 (宮城県多賀城跡調査研究所 )

佐川正敏 (東北学院大学文学部教授 )、 進藤秋輝 (官城県考古学会会長 )

8.本遺跡では、遺構に種類ごとの略号と検出順の番号を付している。種類ごとの略号は以下のとお

りである。

建物跡=SB、 竪穴住居跡、竪穴遺構=SI、 土取り跡など=SX、 溝=SD、 土坑=SK

9。 発掘調査の記録や出土品は築館町教育委員会が一括して保管している。

10.なお、これまでの本遺跡の発掘調査および調査報告書については、本文の後の付表 1にまとめて

示している。
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報告書抄録

調査要項

1.遺 跡 名  伊治城跡 (宮城県遺跡登録番号 :41007)
2.所 在 地  宮城県栗原郡築館町城生野
3.調査主体  築館町教育委員会
4.調査担当  築館町教育委員会文化財保護姑策室 千葉 長彦  三浦  実
5.調査協力  宮城県教育庁文化財保護課     後藤 秀一  須田 良平

大和 幸生
6。 調査期間  平成 16年 11月 1日 ～12月 10日
7.調査面積  約 450だ



I.遺跡の位置と地理的環境
伊治城跡は、宮城県栗原郡築館町字城生野に所在する。遺跡が所在する宮城県北部の地形をみると、

東側の海岸部には北上山地が、西側には奥羽山脈が南北に走り、中央部を北上川が南流している。西

側の奥羽山脈は山麓部で多数の河川によって開析され、いくつかの丘陵に分岐している。そのうち、

最も北側にある築館丘陵は江合川と迫川に挟まれており、丘陵端部ではさらに多くの小丘陵に分かれ

ている。

遺跡は標高 20～ 27mほ どの小丘陵東端部に続く河川段丘に立地しており、北側は二迫川、南側から

東側にかけては迫川、西側は北から入 り込む沢によつて画されている。遺跡の範囲は、これまでの調

査成果や地形から、おおよそ東西 700m、 南北 900mほ どと考えられる。

Ⅱ.遺跡の概要
伊治城は、 8世紀後半から9世紀初頭にかけて律令政府が東北地方経営のために設置した城柵の一

つである。奈良・平安時代の政治・軍事の中心地である陸奥国府多賀城と、平安時代に鎮守府が置か

れた胆沢城とのほぼ中間に位置している。また、桃生城と共に設置年代が明らかな城柵としても知ら

れていた。その所在地については多くの論考があり、本地区も有力な擬定地の一つであった。この間

の詳しい研究史については、「伊治城跡 I」 (官城県多賀城跡調査研究所 :1978)を参照していただき

たい。

昭和 52年から3年間にわたる官城県多賀城跡調査研究所の発掘調査や、昭和 62年からの築館町教

育委員会・宮城県教育委員会による発掘調査で、本遺跡が伊治城跡であることが明らかとなつた (付

表 1)。 土塁等と大溝による外郭区画施設を周囲に

巡らし、その内部の南に偏った部分に東西約 185

m、 南北約 245mの規模で平行四辺形に築地塀で

区画したとみられる内郭を配していること、内郭

の中央に東西 55m、 南北 60mの規模で方形に築地

塀を巡らせた政庁が存在することが明らかになつ

た。政庁には正殿を中心として脇殿や後殿、前殿

などが配置されており、大別して 3時期の変遷が

あり、 2時期目は火災にあつている。内郭は建物

を主体とした官衛ブロックで構成されている。と

くに北西部には、創建期に桁行 5間の建物 6棟以

上が南に開く「コ」宇型配置をとる官行ブロック

が置かれていた。外郭は、およそ内郭北辺を境に

2分 され、南は建物・竪穴住居などで構成されて

おり、一方伊治城全体からみて 2/3以上を占める

北部では、現在まで竪穴住居跡だけが発見されて

いる。
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図 1 東日本の古代城棚 (進藤1991-部改変 )



遺物で特筆されるものとしては、日本で初めて出上した弓の一種である「弩」の一部 「機」がある

(第 25次調査 )。

平成 15年 8月 27日 には内郭域を含む約 94,000だが国史跡に指定された。これを受けて、今年度

から、保存管理計画の策定を 2ヵ 年で行 う予定であり、今年度は地形図作成 (図 12)を行つた。

Ⅲ.遺跡周辺の歴史的環境
このことについては、「伊治城跡・嘉倉貝塚」 (築館町教委 :2002)で詳述しており、参照していた

だきたい。以下は、伊治城と同時代の奈良・平安時代の周辺の遺跡を概観したものである。

伊治城の北西約 6 kmの丘陵上には、蕨手刀などが発見された 33基の小円墳からなる鳥矢ヶ崎古墳群

がある (東北学院大学考古研 :1972)。 また、伊治城から北東約 2 kmに は大沢横穴墓群や姉歯横穴墓群

があり、伊治城を含む周辺一帯の支配者層の墓と考えられる。北方約 3 kmに は『吾妻鑑』に登場する

栗原寺跡と推定されている地サ点があり、古代末の遺構 。出土遺物が未確認ながらも、10世紀前半頃の

池跡や平安時代中期以降の礎石建物跡が発見されており (栗原寺調査団 :1963)、 付近からは仏像が見

つかつている。

発掘調査された集落跡には、築館町佐内屋敷遺跡 (宮城県教委 :1983)、 原田遺跡 (官城県教委 :1980、

2005)、 嘉倉貝塚 (宮城県教委 :2003)、 下萩沢遺跡 (宮城県教委 :2005)、 志波姫町御駒堂遺跡 (宮城

県教委 :1982)、 宇南遺跡 (宮城県教委 :1980)、 大門遺跡 (宮城県教委 :1980)、 糠塚遺跡 (官城県教

委 :1978)、 金成町佐野遺跡 (宮城県教委 :1980)、 栗駒町長者原遺跡 (栗駒町教委 11995)な どがあ

る。このうち、糠塚遺跡は伊治城の東方 5 kmにあり、住居跡出土土器は県北地域の国分寺下層式土器

の基準資料となっている。一方、南方 2.5 kmに ある御駒堂遺跡では、奈良・平安時代の遺構・遺物の

他に、 8世紀前半頃の関東地方からの人間の移住が想定されるような土器や住居構造が明らかにされ

ており、伊治城成立以前の栗原地方の動向を考える上で注目される。2004年に調査が行われた原田・

下萩沢遺跡では伊治城存続期と同時期の掘立柱建物跡、竪穴住居跡が発見された。原田遺跡では、集

落の周囲に材木塀を巡らせていた可能性が指摘されており、また下萩沢遺跡では建物の方向を揃えて

計画的に配置された建物群がみられ、他の集落とは異なる様相を示していることから、伊治城との関

わりが考えられる。

生産遺跡では、西方 4 kmにある須恵器を焼いた築館町岩ノ沢窯跡や東方 4 kmにある須恵器を焼いた

志波姫町狐塚遺跡、北方 6 kmに ある須恵器や瓦を焼いた金成町小迫神社窯跡があげられ、製品が伊治

城に供給されていた可能性が考えられる。

Ⅳ.調査の目的
伊治城跡の発掘調査は政庁の検出を主眼に実施されてきたが、平成 3・ 4年度の調査で政庁の規模

や建物配置などがほぼ解明されたため、平成 5年度以降からは内郭と外郭の区画施設および両地区の

官行ブロックの構造と変遷の把握を目的に調査を実施している。昨年度より台地縁辺部に想定される

外郭南辺区画施設の解明を目的として調査を実施しており、その結果、昨年度の第 29次調査で外郭南

門跡と考えられる掘立柱建物跡 (SB610)を発見した。また、土坑内から版築土の児を検出したことか
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ら、外郭南辺区画施設は築地塀と想定された。

昨年度の調査区の西側を対象に発掘調査を実施

以上の成果を踏まえ、本年度は築地塀の検出を目的に

した。 (図 3)

琶 跡 名 IE  別 fく lEl 跡 名 種  男1 時   代 避 跡  名 種   別 代

F冶城跡 日石器 古芸 奈良 平安 中世 蕉師山北遺跡 占墳前 刈敷治郎遊跡

訳布地 寺院 古代 新日山赴跡 散布地 電文 古代 刈敷袋遺跡 散布地 亀文 古代

尾松遭跡 古代 貫田避跡 集 落 糠II遺跡 小生 奈良 平安

長者原遺跡 駕落 古墳前 中・奈良 平安 ド萩沢遺跡 集落 亀文 古代 大門遺跡 集落 鷺文 奈良 平安 中世
戻沢A遺跡 屎光遺跡 散布地 狐塚遺跡 窯跡 古代

姉ほ横大塞群 表穴亀軒 古墳後 生内屋敷遺跡 笑落 文 弥■ 余尺 平玄 熊谷遺助 集落 電文・ 古代

佐野遺跡 【落 体生 古代 卜戸遺跡 散布地 鶴ノ丸館 ltl跡 城館・集落 電文晩・弥生～近世

大沢横大駐群 黄穴塾 RI 古墳後 古代 R越台遺跡 散布地 吹付遼財 集落 き代

堀切長根壇跡 E荻台遺跡 散布地 電文中～晩 古代 宇南遺跡 電文前 晩 弥生～近世

甚内屋敷遺跡 茨布地 電文 古代 孝倉貝塚 貝塚 電文前～晩 弥生 御駒堂遺跡 案落 電文 弥生 古墳～近世
浦沢進跡 茨布地 (仏古襲群 円墳 古唄後 古代 山 ノ上遺跡 電文・ 古代

築館城跡 裁館 近 世 曼沢遺跡 集落 瑶文中・ 古代 淀遼跡 散布地・集落

図2 伊治城跡と周辺の地形

-3-



ミ
＼】
卜
よ
劫
阿
綿

:三
:::::::

麗
　
磯
　
一

今回の調査区 (第30次 )

これまでの調査区

外 郭 推 定 線

?_________――――聖里生________―――――?00m

①～③次 :宮城県多賀城跡調査研究所

刊～30次 !築館町教育委員会

(調査の概要は付表 1を参照)

図3 調査区と周辺の地形
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V.発見した遺構と遺物
今回の調査で、検出した遺構は掘立柱建物跡 3棟、竪穴住居跡 2軒、土取りによる溝状遺構 2、 整

地 2、 土坑 2基、溝跡 2条などである。遺物は、土師器、須恵器、平瓦、鉄製品など整理用コンテナ

で 3箱出土している。ほとんどが小破片である。なお基本層序は以下のとおりである。

I層 :表土 (水 田耕作土)

Ⅱ層 :暗褐色土 (水 田床土 :褐色土ブロックを含む)一 調査区全体に広がる。

Ⅲ層 :暗褐色土 ―部分的に確認できる。旧表土。

Ⅳ層 :明褐色土 ―地山面。遺構確認面である。

*表土から遺構確認面までは約 30 cmである。

S513+

S519+
E0

図 4 第 30次調査区
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1.掘 立柱建物跡

(1)SB640A・ B外郭南門跡

調査区の東南部の迫川へ下る急斜面際の地山面及び SX648整地層の上面で検出した桁行 3間、梁行

2間の東西棟総柱建物跡である。同位置で一度建替えられている(A→ B)。 柱穴はすべて確認している。

平面規模は、桁行が南妻で総長 6.58m、 柱間寸法が西側より 2.17m、 2.26m、 2.15mで ある。梁行が

西妻で総長 5.8m、 柱間寸法が南から3.1lm、 2.69mである。方向は西妻で測ると北で約 40° 東へ偏す

る。

側柱の柱穴は一辺 0。 8～ 1.2mの方形を呈し、深さは確認面から四隅の柱穴で 1.4～ 1.Omと 深く、そ

れ以外が 0.8～ 1,Omである。棟通下柱列の中央の 2本の柱穴は側柱より小さく、一辺約 0。 8mの方形

を呈し、深さは約 0.4mと 浅い。 9ケ所で柱の切 り取り痕跡が確認でき、断ち割つた 6ケ所の内 4ケ

所で腐食により細くなつた柱材が残存していた。柱痕跡は径約 40 cmである。埋土は、上部が褐色シル

トを主体とする層で、下部になると地山ブロック、自色粘土ブロックを含む褐色粘土質シル トを主体

とする層となる。残存していた柱材付近はグライ化が進んでいる。

SB640 A外郭南門跡は、SB640Bの 柱穴によつて壊されているため詳細は不明だが、同位置での建替

えと考えられる。このことからSB640B外郭南門跡とほぼ同規模であると見られる。

遺物は、掘方埋土からロクロ調整の上師器不・甕、非ロクロ調整の上師器不 。甕、須恵器不、須恵

器蓋等が出上している。いずれも小破片で図示できるものはない。

SX646土取りによる溝状遺構

…………・SX645土 取りによる溝状遺構

|

E24
|

E27

図 5 SB640A・ B外郭南門跡

|

E33

__3m

|

E30

(1)
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26 5mJ_8

1:基Ⅱ層 2:基Ⅲ層
3～ 4:SX646堆 積土

5～ 7:柱痕跡

8～ 11:B掘方埋土

12～ 13:A掘方埋土

14:SX648整地層

1:柱痕跡

2:柱切 り取 り痕

3～ 6:掘方埋土

7:SX648整 地層

!B柱痕跡

～ 7:B掘方埋土

:A掘方埋土

1

2

8

図 6  SB640A・ Bタト享[南 F月跡  (2)

-lm

(2) SB641A・ B¬昏励ホ

調査区の南西部の地山面で検出した南北 1間、東西 1間の掘立柱建物跡で、外郭想定線上に位置し

ていることから櫓跡と考えられる。後世の開田のために大きく削平されている。同位置で一度建替え

られている (A→B)。 柱穴はすべて確認している。

SB641B櫓跡の平面規模は、南北約 3.3m、 東西約 3.Omである。方向は西妻で演1る と北で約 30° 東ヘ

偏する。柱穴は SB641A櫓跡の柱抜取穴を利用しており、長径 80～ 90 clll、 短径 40～ 50 cmの 不整な精円

形を呈している。 3ヶ 所で柱の抜き取りを確認 している。北西柱穴では、腐食して細くなった柱材が

径 20 clll、 長さ 60 cmで残存していた。深さは確認面から60 cm程度である。埋土は褐色粘土質シル トを

主体としている。北西柱穴では、柱材の周囲約 20 cmはグライ化が進み、白色化している。

SB641A櫓跡は、SB641B櫓跡と規模・方向は同じと見られる。柱穴は、一辺が 1.2～ 1.5mの方形を呈

している。深さは確認面から60 cm程度である。埋土は褐色粘土質シル トを主体としている。

遺物は、掘方埋土より上師器の小破片が 1点出上しているが、小破片で摩滅しており詳細は不明で

ある。

＼
＼ジ///＼＼＼＼シ///

北西柱穴

255mニ

即

ド

下

S513-
●柱痕跡

2～ 5,掘方埋土

南東柱穴

1～ 3:A柱抜き取 り及び B掘方埋土

4～ 5,A掘 方埋土

―

m

255m島

♀_________「――――~~~~~F~~~~~―――引
3m

図 7  SB641A・ B櫓跡
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(3)SB642掘立柱建物跡

調査区の北部で検出した桁行 3間、梁行 1間の南北棟建物である。S1643竪穴住居より新しい。柱

穴はすべて確認し、柱痕跡は2ヶ所で確認している。平面での確認のみで精査は行つていない。

平面規模は、桁行が東妻で総長 4.95m、 柱間寸法は 1.65m等 間、梁行が南妻で 3.5mである。方向は

東側柱列で測ると、北で約 30° 西へ偏する。

柱痕跡は径 15 cmで、堆積土は炭化物を含む暗褐色土である。柱穴は一辺 25～ 40 cmの 円形で、深さ

は断ち割りを行つていないため不明である。埋土は地山ブロックを含む暗褐色土である。

2.溝 状遺構

(1)SX645溝状遺構
SB640外郭南門跡に伴うSX648整地層を掘り込んでいる。東西 7.5m以上、南北 3.8mの東西方向の

溝状を呈し、調査区の東へ延びる。南側は SX648整地層を急角度で掘り下げ、北側は徐々に浅くなり、

壁際で急に立ち上がる。深さは南側が 50 cm、 北側が 10 clllで西側は後世の削平のため浅くなる。底面

には褐色土が自然堆積しているが、上部は SX647整地層によって埋め戻されている。遺物は自然堆積

層から土師器邦、須恵器イが出上しているが、小破片で摩滅しており詳細は不明である。

(2)SX646溝状遺構
SB640外郭南門跡に伴うSX648整地層より古い。地山を掘り込んでいる。東西 H.5m以上、南北 6.0

mの不整形な溝状を呈し、調査区の東へ延びる。南側は地山を急角度で掘り下げている。北側は徐々

に浅くなりながら段状になり、壁際で急に立ち上がる。深さは南側が 45 clll、 北側が 10 cmで西側は後

世の削平のため浅くなる。底面には褐色土が自然堆積しているが、上部は SB640外郭南門跡に伴う

SX648整地層によつて埋め戻されている。遺物は土師器甕、須恵器不、円面硯の破片 (図 11)が出土

している。ほとんどが小破片であり、図示できた円面硯以外の詳細は不明である。

3.整 地層
SB640外郭南門跡より新しい SX647整地層と、SB640A外郭南門跡に伴うSX648整地層を確認してい

る。

(1)SX647整 地層

東西 6.5m以上、南北 2.Omの範囲に分布し、調査区の東へ延びる。厚さは最大で約 30 cmである。

SX645土取りによる溝状遺構を埋め戻している。2層に細分でき、上層は白色粘土をブロック状に含み、

下層は地山粒や炭粒を含む褐色上である。整地層の上面には灰白色火山灰が堆積している。遺物はロ

クロ調整の上師器甕 (図 11)の ほか須恵器郵、瓦の小破片が出上している。須恵器邦の底部切 り離し

技法はヘラ切 りである。

(2)SX648整地層

束西 7.5m以上、南北 6.Omの範囲に分布し、調査区の東へ延びる。厚さは最大で約 20 cmである。
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出上 している。

褐色土に地山ブロックを多量に含む層で SX646土取りによる溝状遺構は埋め戻している。遺物は須恵

器蓋 (図 11)のほかロクロ調整の上師器不・甕、非ロクロ調整の上師器郭、須恵器甕の小破片が少量

|― |● SX647整地層

Ⅲ蔭SX648整地層

―

―

m

■|● SX647整地層

Ⅷ鯵SX648整地層

♀_________――T――~~~~~―――イ殉

No 遺   樗 土   色 土   性 特  徴 備 考

1
SX647

陽色 10YR4/6 シル ト 附 1来立 炭粒 、 直 径 1～ 34ullの 腱 を含 む ^ 整地層
2 天白色 10YR7/1 結 十管 シル ト 更白侮 (2 5YR8/1)土 をブロック状に含む。褐色(10YR4/4)土粒を含芝

3
SX645

協御10YR4/6 ンル ト とを極少 量含 むハ
自然堆積

4 到町壱ξ瑠5得 10YR6/6 ランァレト 逍粒 を極少 畳含 む。

5
SX648 '7 5YR7/8

ラ/ル ト 黒褐 色 (10YR3/2)上 、炭粒 を少 量含 む。 地 山粘 土ブ ロ ックを含 む。
整地層

6 ,10YR4/4 シル ト 地 山ブ ロ ック、直径 2～ 3aulの礫 、炭粒 を含 む。

7 陽色 7 5YR4/3 シァレト ]然堆積

図 8 SX645・ 646溝状遺構断面図

4.竪 穴住居跡

調査区中央やや北よりで 1軒 (S1643)、 調査区北端で 1軒 (S1644)検 出した。いずれも平面確認に

とどめている。

S1643竪穴住居跡は、東西 5,Om、 南北 4.2mの隅丸方形である。SB642掘 立柱建物跡と重複しこれ

より古い。方向は北辺で見ると東に 12° 北に偏する。カマ ドの位置は不明である。住居南辺部中央付

近の堆積土中に 70 cm× 40 cmの範囲で焼土ブロックが確認できた。堆積土は地山ブロック混じりの人

為堆積と考えられる。

S1644竪穴住居跡は調査区北端で一部を検出した。北半分が調査区外にある。平面規模は東西 4.0

m、 南北 2.3m以上である。方向は南辺でみると、東に 12° 北に偏する。カマ ドは東辺で一部を検出

し、残 りは調査区外に伸び一度造り替えられている。

NO 漬   構 徴 席    考

1 詈褐色 10YR3/3 ンル ト 隅色 (10YR4/4, ブロック求に合すo^自 然堆霜^
2 白色 火 山D

協侮 10VR4/4 シル ト 喪粒 狩極少 畳含 すoハ 自然

4 lB色 10YR4/6 シァレト 含ユo^
整地層

5 吹 白角 10YR7/1 粘 土 ンノント 白色 (2 5YR8/1)上 をブロック状に含む.10YR4/4褐色土粒 を含む

6 禍色 10YR4/6 シアレト 炭粒を極少量含む。自然堆積。

ＳＢ６４０

Ｎ２Ｅ‐

!7 5YR4/6 シル ト 亘径 7～ 8alIIの 機 を極少 量含 む。 炭紅 を少 量含 む。

8 ら侮7 5VR4/6 粒 狩 /J/h畳含 す 庄切 り収 り反

9 110YR4/6 シル ト ～ 8mmの灌  膨対 力少 畳合ユ|^
掘方埋土110YR4/6 シル ト 山粘 土ブ ロ ックを多 く含 む ^炭 粒 を少 量含 む

甍橙 CL10YR8/8 シル ト 地山砂 を含む。

A 17 5YR4/6 ンル ト 琵粒 を少 胴方埋 十

SB640
NlEl

=反
堺

4 色7 5YR6/8 ンル ト 懸褐 色 (7 5YR3/5,上 を含 む。 巨径 1～

屈方埋土

5 7 5YR3/3 ンル ト 1(7 5YR6/8)と を少量含むハ直径5～ 6Hulの礫、炭粒 を含む。

6 ンル ト 粒 狩紙 少 畳含 オ|ハ

黒褐 色 ± 7 5YR3/2 も土 シル ト 5YR5/8)上 を含む。直径2～ 3cmの 白色粘土ブロック、炭粒 を含む
一
‐８ 堀褐 俸 7 5VR5/8 シアレト 翼褐 10YR3/2) ブ ロ イこ 直径 3～41ulの 礫 を含 む。

9 含ユ|

黄橙色7 5YR7/8 シルト 黒褐色 (10YR3/2)上 、炭粒を少量含む。地山粘土ブロックを含む。 墜地層
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Ⅵ.考 察

今回の調査は、台地の南縁辺部に想定される築地塀の検出とその規模・構造 。年代の解明を目的と

して実施した。調査では築地塀本体を検出することはできなかったが、SB640外郭南門跡、SB641櫓状

建物跡の他、SB640の建築に伴 うSX648整地層、土取りによるとみられる SX645・ 646溝状遺構の他、

竪穴住居跡や小規模な柱穴の SB642な ども発見している。以下、これらの遺構について、遺構期の設

定≧その変遷 。年代について検討する。

1.遺構期の設定とその変遷・年代
(1)遺構の変遷
確認した遺構については、重複関係により次のような変遷が認められた。

・SX646→ 自然堆積層→SX648整地層→SB640A→ SB640B→ SX645→ SX647整地層→灰白色火山灰などの自然堆積層

。S1643-今SB642

以上の他に、主な遺構 として調査区南西隅部で SB641を 発見 している。

(2)遺構期の設定 とその変遷
①SB640外郭南門跡とSX648整地層について

SB640は、桁行 3間、梁行 2間の東西棟総柱建物跡で、同位置で一度建替えられている (A→ B)。 桁

行中央間が広いこと、また、棟通り中央間の 2つの柱穴が他と比較して小規模で深さも浅いこと (宮

城県多賀城跡調査研究所 :1994、 盛岡市教委 2003)、 そして外郭南辺区画施設の存在が想定される位

置にあることから、SB640は、すぐ南側が迫川へ下る急斜面ではあるが、正面 3間、奥行 2間の伊治

城の外郭南門と考えられる。

SX648整地層は、SX646溝状遺構の窪みの中の自然堆積層上にみられた整地層である。すなわち、

SX648は SX646が一定期間自然堆積で埋没した後に行われた整地で、同位置に SB640が建てられてい

ることから、SB640の 建築に必要な平坦面を造成するためのものであると捉えることができる。

以上より、SB640と SX648は 重複して SX648→ SB640と いう新旧関係にあるが、これは南門造営の工

程差と捉えられる。

②SX645・ SX646溝状遺構について

SX646。 SX645は ともに SB640南門跡 と重複 し、SX646は SB640よ りも古 く、SX645は新 しい溝状の

掘 り込みである。両遺構は、SB640の北半分 と重複 し、台地の南縁辺にほぼ平行 して東西に続いてい

る。

平面形は、南側がほば一直線状をなすが、北側は不規則である。南側では急角度で深 く掘 り込まれ、

底面には凹凸があり、北側に向かつて徐々に浅くなる。掘 り込みの中には自然堆積層が認められ、新

しい SX645の 堆積土およびその上の SX647整地層の上には灰 白色火山灰が堆積 している。

このような特徴を有する溝状の掘 り込みは、これまでの外郭南辺や西辺、東辺を対象にした発掘調
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査でも確認 しており、外郭区画施設構築のための上取り跡と推定されてきている(築教委 :1996、 1997、

1998、 1999)。 したがつて、本地区においても SB640外郭南門の造営前後の時期に、それぞれ外郭区画

施設の存在が想定される。以上より、本調査区で発見した遺構は、次のような 3時期の遺構期として

捉えられる。

A期 :SB640外郭南門が造営される前で、SX646溝状遺構から外郭区画施設の存在が想定される時期

↓区画施設の崩壊

B期 :SX648整地を伴い、SB640外郭南門 (一度建て替え)が造営された時期

↓建物廃絶

C期 :SB640外郭南門が廃絶し、SX645溝状遺構、SX647整地層から外郭区画施設の存在が想定される

時期

↓区画施設の崩壊 (SX645の 自然堆積)

灰白色火山灰

A 期 B 期
図 9 遺構変遷模式図

C 期

③その他の遺構

SB641

SB641は東西、南北とも 1間 の小規模な建物で、一度同規模で箪替えられている。 SB640、 SX646。

645の位置 と方向から想定される築地塀の西延長上に位置 している。区画施設 と重複 し、桁行・梁行

ともに 1間の建物は、多賀城跡や各地の城柵遺跡で外郭区画施設に付設 されていることが知 られてお

り、それ らは櫓状の建物 と考えられている (宮城県多賀城跡調査研究所 :1994)。 このことから、SX641

についても、築地本体の痕跡は発見できなかつたが、築地塀の存在を想定 し櫓状建物跡 と考えておき

たい。

SB642

SB642は、竪穴住居跡より新 しく、これまでの調査成果からみれば、伊治城存続期の遺構ではなく、

伊治城以後の古代以降のものである可能性が考えられる。

⇒

外郭区画施設 外郭区画施設
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S1643・ 644

竪穴住居跡は S1643・ 644の 2軒発見 している。この うち S1643は堆積層の特徴から埋め戻 されてい

ると見 られる。両竪穴住居の性格については、SB640と の位置関係から門の機能時に門と併存 した可

能性は低いと推測 されるため、築地塀や門の造営に関係 した人々の住居跡の可能性が考えられる。

(3)遺 構期の年代
これまで検討してきた SB640、 641、 SX647、 648、 SX645、 646は灰白色火山灰層の存在からいずれも

古代のものであることは間違いなく、遺構の性格からみて伊治城に関連する遺構である。しかし、確

認調査のため遺構から出土した遺物が少なく、まとまった資料もないため遺物から遺構期の年代を確

実にすることはできなかつた。特徴が把握できた遺物としては、SX645を埋め戻している SX647整地

層から出土したロクロ調整土師器の甕がある。このことから、SX645は、およそ 9世紀代から10世紀

前半にかけて埋没しているといえるから、C期の想定される築地塀の年代も同様の頃と考えられる。

2.外 郭 南辺 区画施設 につい て

今回の調査においても、昨年度の調査と同様に外郭区画施設本体を検出することはできなかった。

これは、後世の削平のためと考えられる。

昨年度の外郭南辺中央部を対象にした第 29次調査では、土取り跡と考えた土坑 2基の自然堆積層中

から版築状の堆積が認められる土塊を 2個体発見した。

このような版築状の堆積が認められる土塊は、政庁地区の調査においても発見されている。政庁の

南辺区画施設は、区画施設基底部の整地層が確認され、南辺区画施設に伴 う外側の溝の堆積層中から

版築状の堆積が認められる土塊が出上したことから、築地塀であつたと考えている (築教委 :1993)。

以上のことから、今回の調査のおいても区画施設本体の検出はできなかつたが、SX645。 646土取り

跡から想定される伊治城の外郭南辺区画施設は、地形にあわせるように台地南縁に沿って構築されて

おり、築地塀で区画されていた時期があったものと考えられる。

SB640外郭南門へ想定される区画施設の取り付き状況は、区画施設に係わる遺構を発見していない

ため判然としないのが現状である。しかし、A期 (SX646)と C期 (SX645)イこおいて想定される区画

施設は、ほぼ同位置に構築されていたと考えられる。このことから、両時期の間にある外郭南門が造

営された B期においても、区画施設の位置を大きく変えているという可能性は低いと考えられる。こ

の仮定が成立するならば、想定される区画施設は、外郭南門の棟通柱筋を中心に取り付くのではなく、

東西両妻の南半部に取り付いていたと考えられる。

なお、SX645(C期 )は底面に自然堆積層があり、その上に SX647整地層が堆積 している。このこと

から、区画施設構築後に、SX645はある程度開口した状態にあり、その後整地地業が行われたことに

なる。この整地地業が開口部を埋めるためのものか、区画施設に係るものなのかは今回の調査では明

らかにできなかった。
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Ⅶ.ま とめ
1.今回の調査 (第 30次)では、掘立柱建物跡 3棟、竪穴住居跡 2軒、土取りによる溝状遺構 2、 整

地 2、 土坑 2基、溝跡 2条などを検出した。

2.調査目的である第 29次調査の成果より想定される築地塀の本体は確認できなかったが、外郭南門

跡と櫓跡、区画施設構築に関わる土取りによる溝状遺構を発見したことにより、予想される台地

縁辺部に区画施設の存在を想定することができた。

3.外郭南辺西部において、区画施設→外郭南門跡 (2時期)→区画施設の変遷が確認できた。遺物

から、新しい時期 (C期)の 区画施設の年代は概ね 9世紀代と考えられる。

4.外郭南門跡は一貫して本地区に存在していないことから時期によつて位置を変えていた可能性が

高い。

5,今回の調査成果を基に以下に今後の検討課題を記す
・外郭区画施設本体の確認

。29次調査で発見された SB610外郭南門跡と今回発見された SB640外郭南門跡との時期的関係

・外郭南門跡から内郭域へのルー トの確認

・外郭南門跡と政庁の変遷との対応関係

。丘陵南都縁辺部に外郭南門跡が発見されたことから、迫川を挟んで南側の地区の状況の確認

図 10 政庁・内郭・外郭南辺遺構模式図

懃□
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l 須恵器 郷 遺構確認面 (13.7) (82) 内 。外 :ロ クロナデ 底部 :回転ヘラ切り
須恵器 郷 遺構確認面 77 内・外 :ロ クロナデ 底部 :回転ヘラ切 り
3 須恵器 杯 遺構確認面 (145) (10.4) 内。外 !ロ クロナデ

須恵器 蓋 S X648整 地層 (2.2) 内・外 :ロ クロナデ 底部 :回転ヘラ切り 4

円面硯 S X646堆 積土 (3,7) 4

円面硯 置構確認面 (1.8) 内・外 :ロ クロナデ 接合沈線 4

7 土師器 甕 S X647整 地層 186 (15.0)
外 :口 稼部 ロクロナデ 体部クズ ツ
内 :ロ クロナデ

4

平 瓦 遺構確認面
当面 :縄叩き目 凹面 :布 目痕→ナデ
則面 :ケ ズジ

4

図11 出土遺物
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付表 1 伊治城跡の発掘調査
◎多賀城跡調査研究所による調査
年次 調査原因 発掘面積 発掘期間 主な検出遺構と出土遺物 文献

日召和 51と手度

(1976)

地形図測量 (航空測量)
現地F76査・研究史整理

昭和 52年度
(1977)

①外郭北辺区画施設発掘調査 168∬
7/4～ 8/3

大溝 と、土塁 1、 上塁状遺構 1

外郭北部発掘調査 270∬ 焼失竪穴住居 1、 塁書土器「城厨」

昭和 53年度
(1978)

②外郭北部発掘調査 780ポ 7/3～ 8/4 掘立柱建物 と、竪穴住居 4

外郭西辺区画施設電気探査 ■/■～■/13

昭和 54年度
(1979)

③外郭北部発掘調査 1,000∬ 10///29～ 12///4 掘立柱建物 2、 竪穴住居 17

◎築館町教育委員会・宮城県教育委員会による調査
年 次 調査原 因 発掘 面積 発掘期間 主な検出遺構と出土遺物 文献

昭和 62年度
(1987)

1 農道整備 220∬ 7/1～ 3/12 竪穴住居 5(焼失 1)

2 農協支所移転 150r 7///4-7ノ //18 堅穴住居 1

3 個人住宅便槽取付 2雷 8//5

4 水道管埋設 1,250ど 9/1～ 9/14 竪 穴住 居 8

5 農道整備 1,080言 1/18～ 2/9 竪穴住居 7

6 畜舎建築 80ゴ 2///25

日召和 631F度
(1988)

7 国庫補助事業 1,500∬ 7/1-10//30 内郭外溝 、竪穴住居 2

8 水道管埋設 142 Ff 且/4～■/24 外郭東辺大溝 ?竪穴住居 3

9 農 道整備 504ゴ 2/6～ 2/12

平成元年度

(1989〉

10 宅地現 状変更 480紆 4/■～6/1 掘立柱建物 1、 竪穴住居 9、 土器埋設 1

■ 国庫補助事業 1,200ゴ 7/21～■/22 [内郭北西]区画施設・外溝、掘立柱建物 3、 竪穴住居 10

12 通学路整備 1,700ぽ 9//5-9//16 外郭北辺大溝、古墳前期居館区画溝

13 農道整備 1,960ポ 10/16～ ■/20 内郭区画施設・外溝、[政庁]正殿、北西建物

14 水道管埋設 170∬ 11//29^ヤ 12//8 竪穴住居 ?3

平成 2年度
(1990)

15 国庫補助事業 900∬ 9//3～ 9//29 [内郭北西J掘立柱建物 3、 竪穴住居 8

16 道路整備 (大堀線 ) 1,320だ 9//27-10//5 外郭東辺大溝 ?[外郭北部]竪穴住居 16

平成 3年度
(1991)

17 国庫補助事業 1,300∬ 5/27～ 7/16 [政庁]正殿・北殿・北西建物・北東建物・築地
(81

18 個人住宅 300ぽ 11/19～ 12/2 古墳前期居館
平成 4年度
(1992)

19 国庫補助事業 1,300ぜ 5/■～7/4 [政庁]正殿・前殿・西脇殿・目隠塀 。南門・集地

[内郭南西]集地 ?掘立柱建物 2、 竪穴住居 1

平成 5年度
(1993)

20 回庫補助事業 1,500ポ 10/4～■/18
[7Nl郭 南西J築地 ?棚立柱建物 5、 竪穴住居 2

[内郭南東岡 区画施設・外溝、掘立柱建物 1、 竪穴住居 5

[外郭南東]掘立柱建物 2、 竪穴住居 7、 溝

(10)

平成 6年度
(1994)

21 国庫補助事業 820ポ 10/3～■/27 [内郭北部]区画施設、掘立柱建物 1、 竪穴住居 9
「内郭南西1掘立柱建物 5、 竪穴住居 3

(11)

平成 7年度
(1995)

22 国庫補助事業 1,140だ 10/5～■/14
[内郭北部J掘立柱建物 1
[外郭南西端]外郭区画施設・大溝、掘立柱建物 1

[外郭南西外側]掘立柱建物 3
(12)

平成 8年度
(1996)

23 国庫補助事業 450r 10/7～■/7 [外郭西辺J区画施設・大溝

[外郭西端]JFH立柱列 1、 竪穴住居 1
(13)

平成 9年度
r1007ゝ

24 国庫補助事業 480∬ 10/6～■/7 [外郭北辺]土塁、大溝、竪穴住居 1 (14)

平成 10年度
(19981

25 国庫補助事業 450ポ 10ノ/23-11///13
外郭東辺]区画施設、大溝

外郭南東]掘立柱建物 2、 竪穴住居 8
(15)

平成 ■年度
(1999J

26 国庫補助事業 200∬ ■/8～■/22
内郭雨東端J区画施設、大澪

外郭南東]竪穴住居 12、 弩「機」報告
(16)

平成 12年度
(2000)

27 国庫補助事業 500∬ 10/16～■/8 [外部南端部]掘立柱建物 13 (17)

平成 13年度
(2001)

28 国庫補助事業 400ぜ ■/5～■/15 [外郭南西部]掘立柱建物 7、 竪穴建物 1、 竪穴住居 2 (18)

平成 15年度
(2003)

29 国庫補助事業 500ポ 10/3～■/6 [外郭南辺部]掘立柱建物、旧石器 (19)

平成 16年度
(2004)

30 国庫補助事業 450∬ ■/1～12/10 [外郭南辺部]外郭南門跡、櫓跡 本 書
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10.伊治城の造営なる。造営に携わった鎮守府将軍田中多太麻呂

らに叙位、外従五位下道嶋三山は従五位上を賜う

12.陸奥や他国の百姓で伊治 。桃生に住みたいものの課役を免ず

る

1.伊治 。桃生 2城への移民を確保するため、優遇することを定

める

2.坂東 8国から伊治・桃生 2城へ移住する人々を募集する

6.陸奥国に栗原郡を置く。これはもと伊治城である (続日本紀で

は神護景雲元年 ■ 月乙巳条に収めるが錯簡とみられ、ここで

は神護景雲 3年 6月 9日 乙巳説をとる)

6.陸奥国伊治村に浮浪人 2,500余人を移住させる

2.陸奥国の申請により、胆沢の地を征圧するために覚鷲城を造営

することとする

3,上治郡大領伊治公皆麻呂は按察使紀広純、牡鹿郡の大領道嶋大

楯を伊治城で殺す。ついで多賀城にせまり府軍の物をとり放火

する

1.斯波村の夷胆沢公阿奴志巳らは帰服したいが伊治村の浮に妨げ

られて果たせないでいることを訴える

■.陸奥国伊治城と玉造塞の中間に駅を置く

■.相模 。武蔵・上総・常陸・上野・下野・出羽 。越後などの住

民 9,000人 を伊治城に移住させる

■.栗原郡に 3駅を置く

4.3年春より百姓の妖言に奥邑の民が動揺し、栗原・賀美両郡の

百姓多く逃亡する。

延喜式

○神名式  陸奥国 100座

栗原郡 7座大 1座  表刀神社

小 6座  志波姫神社 雄鋭神社 駒形根神社

和我神社 香取御児神社 遠流志別石神社

○民部式  東山道・陸奥国大国
・・・志太、栗原、磐井・・・

○兵部式  陸奥国駅馬
・・・玉造、栗原、磐井・・・各 5疋

和名類衆抄 陸奥国

栗原郡 (久利波良)

(郷名)栗原 。清水・仲村 。会津

続日本紀

続日本紀

続日本紀

続 日本紀

続 日本紀

続 日本紀

続 日本紀

続 日本紀

類衆国史

巻 190

日本後紀

日本後紀

日本後紀

続日本後紀

延喜式

和名類衆抄

付表 2 伊治城および栗原郡に関する古代史年表

-17-



― 岸 ∞ ―

1冬
》

紡
銘

図
12
 
伊
治
城
跡
地
形
図
(平
成
16
年
度
作
成
)



30次調査区全景 (右上が北 )

SB640外郭南門跡―SB641櫓跡 (E→W) SX646西壁断面 (N→S)



SX645断面 (ぶ隅V‐SE)

SB640タト享躊南F]跡 (卜再V→SE)

SB640外郭南門跡柱穴 (NlEl)断面
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写真図版 2



SB640外郭南門跡柱穴 (N2E3)

SB640外郭南門跡柱穴 (N2El)

線はSX646掘方

SB641櫓跡 (N→S)

写真図版 3



SB641櫓跡南東柱穴 SB641櫓跡北西柱穴

・
5 一４

鶏
紳
・
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド
ゴヒれ牟 東経

調査

期間

調査面積

m
調査原因

市町村 遺跡番号

い じ じょうあと

伊治城 跡

宮城県

栗原郡

築館 町

宇城生野

045217 41007

38度

45少)

50売少

141 度

02分

40を少

20041101

20041210

450

重 要 遺 跡

範 囲 確 認

調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

伊治城跡 城柵跡 奈良～

平安時代

掘立柱建物跡

土取 りによる溝状

遺構

土師器

須恵器

外郭南辺部にお

いて外郭南門跡 と

櫓跡を発見した。
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